
1. 分析対象農薬および分析方法

　液体クロマトグラフ質量分析計を用い、試料について残留農薬一斉分析を行いましたので報告いたし

ます。農薬の同定は絶対保持時間法、定量は絶対検量法により行いました。

2. 分析条件など

測定装置：超高速トリプル四重極型質量分析計LCMS-8050システム（（株）島津製作所）

分離カラム：Sunshell Biphenyl 100 x 2.1mm, 2.6μm （（株）クロマニックテクノロジーズ）

測定モード：ESI(+) / MRM法による

データ解析：LCMS Solution
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3. 分析結果
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